
船舶職員及び小型船舶操縦者法（平成２６年４月１日改正） 

別表３（第９条の２、第４０条関係） 

 

海技士身体検査基準表 

検査項目 身体検査基準 

視 力（５メートの距離で

行う万国視力表による。） 

１．海技士（航海）の資格 視力（矯正視力を含む）が両眼共に０．５以上 

             であること。 

２．海技士（機関）の資格 視力（矯正視力を含む）が両眼で ０．４以上 

             であること。 

３．海技士（通信）の資格 視力（矯正視力を含む）が両眼共に０．５以上 

海技士（電子通信）の資格 であること。 

色 覚 船舶職員としての業務に支障をきたすおそれのある色覚の異常がないこと。 

聴 力 ５メートル以上の距離で語声語を弁別できること。 

疾病及び身体機能の 

障害 

心臓疾患、視覚機能の障害、精神の機能の障害、言語機能の障害、運動機能の

障害その他の疾病又は身体機能の障害により船舶職員としての職務に支障を

きたさないと認められること。 

 

※「船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和26 年法律第149 号）」が、改正されます。 

 

・身体適性基準制度の見直し 

視力等に関する具体的な基準が規定されたこと、身体検査は締約国により承認された医師によって実

施されることが義務化されたこと等から、以下の改正を行います。 

① 船舶職員となるために必要な身体検査基準について、条約で定められた基準に一本化する（第一

種基準及び第二種基準の廃止、新たに機関士及び通信士に対する色覚基準の設定。）。 

② 海技士の身体検査は、船員法に基づき指定された医師により証明されたものでなければならない

こととする。 

 

不明な点がありましたら、ご連絡ください。 
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